
１人１台端末の活用による実践事例 

学 校 名 岡山県立林野高等学校 

実践者等 藤田 信一 実践日 令和３年７月２日 

実践場面 

（教科・科目、学校行事等） 

生徒会役員選挙 

対象生徒（学年等） 全校生徒 

単 元 名 

（教科・科目の場合のみ） 

 

使用したアプリ等 Google Classroom、Forms 

実践の概要（ねらい等） 

1 人 1 台端末を活用した生徒会役員選挙、Classroom による

候補者の公約確認、Formsによる投票 

実践の内容 

新型コロナウイルス感染症対策として、昨年度（令和２年度）より生徒会役員選挙は Meet

を活用したオンライン形式で実施している。 

 

（１）Classroomに配信された立候補者の公約と 

立候補推薦者による推薦文を読む。 

（２）事前に撮影した立候補者による演説の 

動画をスクリーンに映し、全校生徒が 

視聴。 

   ※演説が終わるごとに生徒から拍手が 

    起こる。 

（３）視聴後、選挙管理委員から投票方法に 

ついての説明。 

（４）Formsによる投票。投票と同時に集計結 

   果がわかるため、当選者名が即日クラス 

   に掲示。 

 

 

【オンライン生徒会役員選挙のメリット】 

・体育館などへの移動時間が省略でき、教室の自分の机で落ち着いて話を聞くことがで

きる。（特に暑い時期は有効） 

・説明の生徒動画がスクリーンに大きく映される。（顔がはっきり見え、臨場感がある） 

・資料の配付を省略できる。（印刷・配付の負担軽減。時間の効率化） 

・投票と同時に集計結果が分かる。（負担軽減。圧倒的に速い。） 

参考となる HP等  

 


